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Abstract

ThepurposeofthispaperistoresearchapraticalmethodofteachmgRyukyuanDanceasa

subjectatschooLInordertoachievebothpracticalandeffectivesystemofteaching,systemizing

ofthewarming-upexercisesbeforelearningeachdanceseemsimportant､Inthispaper,twotypes

ofexercisesareintroducedwithpictures：

(1)BodyTraining--

straightbodyposture,weightemphasis，balancing,bendingoftheknees,Walking,legs

andfeetmovementsandbearing．

(2)Basicmovements-

walkingtechniques,handthrusts,turningsandfeetstampihg,standingpositions,prop‐

ｅｒｌｅｖｅｌｏｆｔｈｅａｒｍｓａｎｄｌｅｇｓ，fingerformsiwristmovementsandothers．

はじめに

沖縄の伝統芸能における学習過程について検討

していくことは、保健体育科教育における舞踊教

育としての琉球舞踊の教材・学習内容と方法につ

いて、「伝承一継承一創造一発展」という民族舞

踊の個性・固有性と特性、生涯教育と生活化、国

際性との関連、そして芸術学としての美学の法則

をとらえ、民族芸術学という枠組へ拡大していく

ことの要素の一つであると思われる。

さらに、琉球舞踊が教育とかかわった場合に、

教育の目的であるパーソナリティ形成のどの部分

に寄与するかを検討し明確にしなければならない。

また、他の諸舞踊と共に、芸術としての舞踊の美

学としての見地から、「舞台芸術一演舞し、表現

し、演出する」形式と様式性の学習と、ひいては

鑑賞者と踊り手の「信号の送り手と信号の受け手」

のコミュニケーションの問題をも追求する基礎を

示唆する内容に発展していくことに寄与する目標

になるものと考えられる。

１．教育と踊り：沖縄の子供たちに沖縄の踊りを

学習させる

昨今、郷土の子どもたちに轍郷土の文化〃を教

えようという教育団体の声があり、新聞紙上に報

じられた。しかも教材として取り入れる初段階に
●●●●

音楽と舞踊を位置づけることの意見も含まれ、琉

球大学教育学部の正課として「琉球舞踊」が単位

化されてから20年余を経ている。

＊Phys・Educ.，ｃｏｌＬｏｆＥｄｕｃ.，Univ、oftheRyukyus．
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積極的な人間交流への適応の手段となる

（２）舞踊作品鑑賞の楽しみと美意識を深化さ

せる。

Ｌ幼児期

①運動的遊びへの興味

②情緒の表現への興味

③対人関係による集団遊びへの興味

④運動的な遊びへの興味の持続

〈指導〉

①誰さんと一緒に、どんな集団と共に活動

するかという欲求を充たす／所属の欲求

②自己表現と成就の喜びを与える

③思い切り活動し、技能への力を出し切る

こと

④表現を活動的にとらえること

Ⅱ、小学校低学年

①動物、物体の動きや形態の模倣への興味

②対人関係による社会性が高まる

く指導〉

①模倣の中に工夫をさせ、活動的に状態を

とらえるように動きを引き出すこと

②模倣の中に工夫をさせるように誘導する

Ⅲ小学校中学年

①表現する素材と身体の動きが均衡の取れ

た状態になる

②充実した表現運動をし、自然で伸び伸び

と活発になる

③自己を意識し、表現運動に対する自覚を

もつ

④グループで組織的に活動する

⑤役割に従って、まとまりをつけることが

出来る

⑥グループ活動の方法を身につけさせる

表現したい題材を明確にさせ、表現する

⑦内容や、どの様に動きをまとめるかを十

分把握させる

く指導〉

①身体の動きによって表現する態度を作る

②男女差と特徴を十分考慮すること

③題材の特徴をおさえさせ、そのものにな

りきって表現する雰囲気を身につけさせる。

Ⅳ、小学校高学年

①心身の調和的発達が進展する

沖縄の子どもたちに、沖縄のおどり"を教える

ことは、諸外国のフォークダンスを踊らせること

よりも剛踊り体験イツとしての有効性をもつものと

考えられる。身近に聞きなれたリズムに合わせて、

見なれた舞踊表現技法を身につけることは職舞踊

とは何か〃を理解させ、その表現形式を知らせ、
●●●●●

しｶｺも踊るこころを育てる意味をもつと思われる

からである。

現在の舞踊教育が、体育科の一領域として芸能

文化を身につけさせ、創造的芸術体験をねらいと

するなら、各地域で地元の踊りに体育的芸術的見

地からの検討を十分加えつつ、踊り教材を精選し

て指導することは、自己表現としての踊り表現体

験にも役立つものと思われる。

教育としての舞踊は、基本的には蝿踊る”とい
●●●

う身体活動を通して舞踊認識へ移行させ、踊るこ
●●

ころを育てることを出発点とすることが自然な方

法である。楽しく踊り・指導することは、舞踊教

育の大きなポイントでもある。それ故に、現在

｢郷土の踊り」の教材化と実技講習会、踊りフェ

スティバル等も年々盛んに行われている。

児童舞踊を数多く振り付けて、発達過程に応じ

た踊り体験をさせることも大切な要素である。

２．舞踊の教育的意義

学習内容と方法を検討する上で、現在実践され

ている学校における舞踊の特性と目標の位置づけ

をみることにしたい。さらに、成長発達過程の特

色と指導の要点を次のように示すことが出来る。

１．舞踊は、身体／身体運動による美の形成で

ある。

（１）リズミカルに動く楽しみと活動の中に感

情を移入する満足感。

（２）美しい身体と身体意識を高揚させる。

２．舞踊は新しい美的経験による自己形成であ

る。

（１）創造的自己表現の中で、自我の安定と自

己を拡充する。

（２）ダイナミックな人間交流による、集団的

創造活動を行う。

３．舞踊は身体活動による美的表現活動経験に

よって、生活を高揚させる。

（１）レクリエーションとしての活用による、

－１９２－
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②個性が芽生え、独自性を持つ

③グループ活動が充実する
●●●●

④表現運動による作品の創作活動が可能に

なる

〈創作舞踊の指導〉

①どんな作品にまとめるか構想を明らかに

させる

②題材、テーマをはっきりさせる

③表現したい内容を具体的にさせ、構成さ

せる

④どんな身体の動きで、どんな空間性にす

るか／隊形や組合せ、移動の仕方をどうす

るか決めさせて活動させる

⑤始める位置やポーズ、出方、終わる位置

やポーズ、隊形が主題／テーマにふさわし

いように決めさせる

⑥グループ活動の中で、個性が十分発揮さ

れるようにする

⑦基礎的な動きの練習を十分させ、表現運

動の技能を高めさせ、充実した動きによる

身体表現を行うようにさせる

⑧話合いのしかた、計画や役割分担による

学習のすすめ方や態度を身につけさせる

Ｖ・中学校／高校期

①自我意識が高まり、自己や環境に対する

批判的態度をとる

②自己主張が強くなる反面、自己蔑視や孤

独感を抱く

③充たされない欲求に対して反抗的態度を

取る

④新しい能力の穫得や多くの経験を求め、

理想を抱く

⑤自己を知り、友人を求め、人間的交流を

深める

⑥美意識や、美的情操が深くなる

⑦舞踊に対する期待が大きく、美しいスタ

イルにあこがれ、身体美への欲求が高まる

〈中学校〉

①青年期前期にある女子は、成熟以前の身

体の変化（身長や体重の増加）のために、

一般的に運動能力の一時的な低下や不器用

さが見られる

②舞踊学習においても、不調和な動きや動

作のぎこちなさが現れることがある

③ただし、これらの不均衡を通りこしたあ

とは、調和のとれた優美な動きを示すよう

になる

く高等学校〉

①知的理解への欲求が高まり、深まる時期

である

②身体運動では、複雑で高度な運動をリズ

ミカルにできるようになる

く中学／高校期〉

①舞踊によって、美しい身体づくりを望む

ようになる
●

②グループ活動に対する意義やグループ表
●●●●●

現／創作活動の特徴を理解できる

③集団の組織的な活動を計画し、協力的に

行動できる

④６～８人の小グループから、学級全体の

集団の表現活動ができ、学年全体のマスゲー

ム（大集団）の作品を完成させる事ができ

る

く指導〉

①知的理解を深める

②美的欲求に対応して指導する

③個人差を十分考慮して対応した指導をす

る

３．現代の学校における舞踊教育のねらいと現状

（１）舞踊学習のねらい

学校教育の中で行われるダンス学習は、ひとつ

には、「踊りをおどる」という学習の中で、「踊り

の技能」と「踊りのリズム」を習得させ、リズミ

カルに「踊る学習活動」を楽しむことによって、

生活の場における踊りの意味や基礎的な知識を身

につけさせることである。

また、踊り技能の学習のみならず、人間の普遍

性としての踊りを生活の中に取り入れて、踊る習

慣や、踊りをみる習慣をもたせ、健康で潤いのあ

る生活を営むことのできる能力と態度を育てるこ

とである。

二つめは、「ダンス運動の技能」を習得させる

とともに、自然界や日常生活におけるリズムを取

り入れて新しい「踊りのリズム」を形成していく

という「ダンス運動を再構成」する能力を育てる

－１９３－
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どを再検討する必要性がでてきているものと思わ

れ、学習のねらい、指導の方法論を含めた、ダン

ス教育の在り方を考える時期にきているものと思

われる。

ことであり、リズミカルな身体の動きで「創造的

に表現する活動」を楽しみながら個性を伸ばす指

導もダンス教育の最も重要な課題である。

三つめに、ダンス（舞踊作品）を「見る学習」

として楽しむことによって、生活の中で「舞踊を

鑑賞する」習慣を身につけさせることも重要な要

素としてあげられる。

「踊る学習」が煙見せ方”や“見られ方，に重

点を置いたものであるとすれば、踊りを「見る学
●●

習」は、見る楽しみの中で見方に重点を置いて、

どう見るかの学習を通して「美的鑑賞眼」を育て

ることが大切な内容となる。

踊り（ダンス）教育は「舞踊技能を習得する。」

｢踊りのリズムを体得する。」「人々の輪の中に素

直に入って踊ることができる｡」「感情をこめて踊

ることができる。」「美しい踊りを見分けること

ができる。」など基本的には「踊る活動」によっ

て“踊るこころ”を育て、“踊り〃を理解させ、

踊りを愛する子どもたちを育てることである。

（２）舞踊教育の現状

学校におけるダンス教育の現状は、指導者間お

よび指導者個々のダンス学習のねらいの重点の置

き方、捉え方、おさえ方が統一的に十分認識され

にくい面が多々あるために、そのあり方論や方法

論を多様化させているということを認めることが

でき、この現状を次のように示すことができよう。

１狭義の芸術舞踊論に基盤を置き、それをね

らいとする「形式の創造性」の強調

２踊りをおどる活動をレクリエーションとし

て位置づけようとする「形式の日常性」の強

調

３舞踊を芸能文化として、伝統を受け継ぐこ

とをねらいとする「形式の伝統継承性」の強

調

以上のようにダンス教育はそのねらいの強調点

やウエートの置き方によって、学習内容や指導の

方法論と共に指導者間に多少の相違が生じてきて

いるものといえる。

舞踊の本質性の問題もさることながら、ダンス

が教育の素材として子供たちに何を寄与しようと

するのか、また、ダンスが人間の生活とどのよう

な関わりあいをもつのか、ダンスで習得した動き

(運動）が日常生活にどのように役立つのか、な

Ｉ
ＬＪ

繭

ＩＦ

屋i＝
図１民族舞踊の基本概念

４．民族の踊り文化の創造と発展のための伝承と

継承

周知のように、蝋基本"とはある目標を達成す

るためのベースとなるものであり、それを繰り返

し行っている間にその目標へ到達する性質を持っ

ている。また、この「基本」は目標を頂点とした
●●●

三角形の底辺とすれば、目標をどの程度の高さに

位置づけるかによって、その底辺である基本の広

がりや厚みの程度が決定されるものであると考え

られる。人間ｶｺﾞものを創造する過程の初期の活動

は、人々を取り巻くあらゆる環境の中から人間が

創り出そうとする目的物に合致したパターンを模

倣することから始まる。模倣し、模索が繰り返さ

れる過程から次第に一つの様式が整い、最終的に

は一定の秩序と形式を創造してきたものと解釈で

きる。このような創造物である形式は人間の生み

だした人類共有の文化的産物であり「古典」とみ

なすことができる。踊り形式（舞踊を創作する）

をつくるためには、踊りになりうる形を模倣する

－１９４－
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ことを出発点とし、この模倣する過程における形

式の演舞（おどる）と鑑賞（みる）によって、

(形式の解読、認識、熟知）と習得がなされてい

くのであり、この段階は、いわゆる踊り形式の

｢受容と継承」という意味で蛾型にはまる"段階

である。次に、形式を解読して、習得したのちに

この「形式を解体」することによって「基本・要

素」を明確に位置づけることが可能となる。この

基本・要素は踊りの最大のベースとしての共有財

産である。

この基本.要素は稽苦や練習を繰り返すことで
習得されるものであり、この過程を経、習得した

のちに、基本・要素の「模倣的統合」作業へと発

展していき、それが新しい「形式の創造」を可能

ならしめるものである。この段階はいわゆる踊り

形式の「創造と発展」という意味で⑪形式から抜

ける〃過程とみなすことができる。再構成され§Ｉ

造された形式は再び「古典」としての踊り形式へ

統合されることになり、いわゆる形式へ帰納して

いく性質をもつことによって、目標が達成されて

いく。それらのことをふまえて舞踊における身体

表現の「基本・要素」を位置づける図式として提

示したのが「民族舞踊の基本概念」の図１である。

重要な課題であると思われる。

（２）民族の踊り文化を継承することの意義

現代の児童生徒達が価値感と多様化する情報化

の中にあったとしても、原点（固有の表現文化）

の認識を広め、さらに深めながら沖縄の固有性を

もつ舞踊、又は芸能を正しく楽しく継承させたい

ものと考えている。和式でもなく、西洋式でもな
●●●●●

く、琉球式の風土に根ざした、生活の知恵の特作

物としての芸能を、教育の学習の中の特に「舞踊

教育」で技を習得し、観ることによって鑑賞眼を

養い、美的鑑賞眼を培うことで、蝋踊る－観る－

創る〃という芸能を愛する豊かな心情を育てるこ

とをも可能であると思われるからである。

王朝文化として様式化された古典舞踊と、年中

行事と共に生活化している祭り・庶民芸能にも関

心と興味を示させ、国際化時代にふさわしい次代

を担う子供たちの感性を高め、深めていくことは

人格形成の要素であるものと思われる。

本稿は、次に述べる、琉球舞踊の学習指導の展

開方法の中における「指導の実践」として、沖縄

の踊りの踊れる帆からだつくり〃とい基本的技

能〃の習得をまずとりあげ、①踊りのウォーミン

グアップとボディトレーニング、②踊りの主な基

本動作（手振り、足どり、身振り）などにウエー

トをおいた「学習内容」と方法を展開することに

した。

次回からは、系統的に「舞踊作品」をとりあげ

て学習を進める方法についての検討結果を取り上

げることにしたい。

５．教材としての琉球舞踊の学習効果

（１）民族の踊りの特性

民族の踊り（フォークダンス・郷士の踊り）は

その地域の地理的条件、環境条件、歴史的背景、

気候、風土、生活習慣、風習、言語や宗教､衣装、

音楽、歌などと直接に関わりあい、生活事象や生

活現象などが人々の踊りに対する態度をつくりあ

げ、生活に根づき、様式化され、伝承されるとい

う特性をもっている。

その踊りは、自然発生的、素朴性、郷土色、風

土と生活感情や伝承性、娯楽性などの内容と特色

をもつものである。

言及するまでもなく、沖縄の踊りもこれら民族

の踊り（郷土の踊り）の特色性を十分に包含し、

人々の生活と歌や踊りの関わりあいは根強く、伝

承性の形態をもっている。

踊り文化を身体技能の文化としてとらえ、踊り

の基本・要素を明確にすることは、踊り文化の伝

承性、継承性、創造性の過程を追求していく上で

６．琉球舞踊の学習指導の展開

踊り教材の指導展開は児童生徒との関わり合い

(発達段階）を配慮することはいうまでもないこ

とである。

低学年では踊り方そのものよりも歌を伴う内容

が望ましいが、ここでは「花ぬかじまや－」を例

にあげた。風車が風を受けてクルクルまわる様子

を楽しくながめさせながらかわいらしい表情で踊

るように上手に誘導することも必要である。

中学年から高学年にかけては、踊りの初歩的な

技能をおさえて、基礎的な技能へ高めていく工夫

が必要である。

教材としての踊りを子どもの立場からみた特性

－１９５－
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せる。

(3)歌詞をおぼえさせ、歌の意味を踊り内容と

合わせて理解させる。

(4)踊りのウォーミングアップを活用して

ｂｏｄｙtrainingをし、基本的技能を身につけ
させる。

(5)踊りの主な動作（手振り、手使い、足どり、

歩き方、まわり方、突き方）などを十分習得

させる。
●●

(6)曲を何度も聞かせ、歩く練習とともに踊り

のリズムを習得させる。

(7)曲に合わせて調子よく踊れるよう誘導しな

がら踊りをおぼえさせる。

(8)グループで踊りの特徴を話し合わせ、相互

に協力して練習し合うようにさせる。

(9)個人的にむずかしい面、やりづらい点や出

来にくい箇所を指摘させて、ゆっくり説明し

ながら踊らせる工夫をすることが望ましい。

を考え、踊りに対する理解と関心と興味を深めな

がら生活の中に生かしていけるように留意するこ

とも重要な課題だと思われる。そのためには特に、

｢踊る学習」を楽しませながら技能を習得させる

工夫と努力が指導を展開する上で留意されなくて

はならない点と考える。

学習指導の展開方法

学習指導の展開の方法は一斉指導からグループ、

個人へと進め、分習法一全習法一分習法一全習法

という形態で、部分の基礎から全体の踊り方へと

進める方法も効果的である。

いずれの踊りの学習の場合もあせらず、ゆっく

り、ていねいに説明し、技能を習得させながら、

次の点などに留意することが望ましい。

（１）視聴覚教材などを通して踊りに対する興味

と関心・理解を深める。

（専門舞踊家の舞踊の発表会や郷土芸能を鑑

賞させることも学習効果を高める要素である)。

（２）踊りの主な歴史的背景や由来などを理解さ

7．琉球舞踊教材の年間指導計画く例示＞

－１９６－

幼稚園 小学校 中学校 高校・大学

｜
学
期

二
学
期

三
学
期

[踊りのためのウォーミ
ングアップとポディト

レーニング］

゜赤田首里殿内

・いったあんま－ま－か

いが

。エイサー踊り

。ジンジン

･谷茶前

･花ぬ風車

｡各地域・郷土の民俗舞

踊

学芸会、学習発表におけ

る学級単位の演技構成、

発表会を計画し、演じ、

みる喜びを体験させ、関

心と意欲をもりたてる

゜赤田首里殿内
･いった－あんま－ま－

かいが

｡小禄豊見城

｡子守唄゜ジンジン

。ちんぬくじゅうしい

[RWiりのためのウォーミングアシ

プとボディトレーニング］

。エイサー踊り

・国頭さばくい

｡谷茶前

・ていんさぐぬ花

゜花ぬ風車
｡まみど－ま－

｡宮古のクイチャー

｡安里屋ユンタ

゜海のチンポラー

｡数え唄

。カチャーシー踊り

゜手まり唄

゜各地域･郷土の民俗舞踊

｡安里屋ユンタ
゜カチャーシー踊り

｡黒島口説

゜秋の踊り

[踊りのためのウォーミングアシ

プとボディトレーニング］

゜エイサー踊り

。谷茶前

｡貫花踊り

。まみど－ま－

゜宮古のクイチャー

｡振りつけ･創作舞踊
｡各地域･郷土の民俗舞踊

｡四つ竹

。だんじゅかりゆし

・ていんさぐぬ花

゜鳩間節

｡振りつけ･創作舞踊

｡各地域･郷土の民俗舞踊

｡かぎやで風

｡上り口説

゜浜千鳥･前ぬ浜
゜四つ竹

゜若衆こてぃ節

[踊りのためのウオーミングアシ

プとボディトレーニング］

゜エイサー踊り。カチャー

シー踊り。黒島口説

｡谷茶前
。だんじゅかりゆし

゜鳩間節

｡振りつけ･創作舞踊
｡各地域･郷土の民俗舞踊

｡秋の踊り

･天川
・かせかけ

゜加那ヨー･貫花踊り
｡振りつけ･創作舞踊
゜各地域･郷土の民俗舞踊

主
な
使
用

小
道
具

風車･小太鼓（パーラン

クー）・すすき･ザル･擢
など

すすき･スティック･パー

ランクー･ザル･掴･風車

･カマ･クワ･へラ･手まり

･小かご

パーランクー･ザル･樋．

貫花･カマ･クワ･へラ

･四つ竹･手ぬぐい･扇など

扇．四つ竹･パーランクー
･ザル･擢・かせわ<･花染
サージ･貫花など



金城：沖繩の伝統芸能における学習過程の研究(1)

８．踊りのためのウォーミング・アップ

ここでいうウォーミング・アップは、踊りを踊

る前の準備運動、またはbodytrainingとしての

性格と基本動作の練習を含めたものとしてかかげ

たひとつの方法である。

その方法はここにあげたもの以外にいくつか考

えられるが、今回は、本稿にとりあげる踊りに関

連づけた練習方法の例を示したのである。

また、このウォーミング・アップは、次項の踊

りの主な動作、手使い、手足の形などと関連性を

もたせ各々の踊りの“手使い”“足使い,，などの

理解を助けるものに展開させることが望ましいと

思う。

基本動作練習は一度きりで終るのではなく、で

きるだけ繰り返し行なうことでからだづくりと基

本的な技能の基礎を身につける役目を果たすこと

になるからである。

ウォーミング・アップの基本は、①姿勢を正す

(背筋を伸ばす）こと、②重心を下方（下降）に、

しかも一定に保つことを基礎として、③基本動作

である、立ち方、歩き方、まわり方、突き方、足

拍子の打ち方（踏み方)、④手のあげ方、開き方、

手首のこねりまわし、指のまげ方、などが主な要

素になっている。本稿では、ＩとⅡに区分し、二

種の方法を挙げ、ウォーミング・アップとトレー

ニング法の中で琉球舞踊学習の技能と技法を体得

させ、又、学習の開始と終止の各々に利用できる

ようにっとめた。

ＤＡＮＣＥ'ＳＷＡＲＭＩＮＧ－ＵＰ

Ｔｈｉｓｐａｐｅｒｄｅａｌｓｗｉｔｈｔｗｏｔｙｐｅｓｏｆｗａrm-upexercises：

１）BODYTRAINING

-straightbodyposture，weightemphasis，balancing，bendingoftheknees，

Walking,legsandfeetmovementsandbearing．

２）BASICMOVEMENTS

-walkingtechniques，handthrusts，turningsandfeetstamping,standing

positions，properlevelofthearmsandlegs，fingerforms，wristmovem

‐entsandothers．

－１９７－
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I～(1)踊りのためのウォーミングアップとボディトレーニング法：座位動作

(1)踊りのためのボディトレーニングの方法①（準備運動と整理運動に用いる）

心舎心介介ＭＭ
首の前後振り肩と背筋を伸ばす（後）．（前）

汀rlili、r色Ⅲ
１６１７１８

両手を組んで首を左右に

振る。

1４１５

左右に曲げて上体を伸

ばす。

１２１３

両手を結んで上

に伸ばし首を前

後に曲げる。

１０１１

両手を後頭へ当て前

後に曲げる。

Ｍｉ曲刑、と泡
１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８

両手を背中で結び首を前後に曲げる首を左右に曲げる首を大きくまわし、両手
を後へ強く引く。

誼ｉＴＴ－－洲-A､iｒ
崖碧に体を聟じり、m呉鬮…に,１iiして上げ左手横右手胸に両手胸抱きバツと

勢いよく上に開く。

-勁代▲ｉｌａｍ
片手を床におき、顔を天井に片手を床につけ片手を上両手を床につけ、前後に深く

瓜Ｊで瓜‘て■込勺Ｌ私
４８４９５０

両手を床に伸ばし、前曲げ、後ろ曲げ

４４４５４６４７

両手を床につけ、尻から後へ引き、アゴから前へ押し出す。

－１９８－



金城：沖縄の伝統芸能における学習過程の研究(1)

I～(2)踊りのためのウォーミングアップとボディートレーニング法：座位動作と立位動作

鬮鮒肪含Ｗ＊☆

ぎぎi｢i「茸琶舌台合含

ii雛合繊)i《i（

…紳 輔鮒

締鮪州州

川|i脳寸１F
－１９９－
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I～(3)踊りのためのウォーミングアップとボディートレーニング法：立位動作

ｉ１ｉＭｈＩｌｎｌｌｉ
両手を後で結び左右にね両手を前に組み両手を上に伸ばし、さら両手を後頭部で
じり後ろをみる。左右に振る。に左右に曲げる。組んで．伸ばす。

IiliiI川IilililiIilmWi
両手を背後で組んだまま首をまわす。

TririTinilmi
両手を左右に伸ばしたり、手首を曲げたり伸ばしたりして、手首のこれり、回しを十分行なう。

１i(iWi-ilirIiil1ii
両手をあげ、交互に前後に押し引きながら、すり足回りをする。

ｊＷｉｌｌ奮紳irir締ir紳
男立ちから両膝曲げ伸ばし

紳紳群《iiiミルiil牌
右足あげ､足首の曲げ伸ばしをする。左足も同様蟻簾静聴馴窪

鮒iFiIlinir-irrt
足で床をふむ（足拍子）両手を体前から、左右横に開いて足拍子

Ｗ７１ｒｒｎｍＩＴＴｊｒｉｒ
腰を安定させて力強く行なう。

－２００－



金城：沖縄の伝統芸能における学習過程の研究(1)

I～(4)踊りのためのウォーミングアップとトレーニング法：立位動作

〃ＩＭＭ〉ＭＷＭｋｉ＆‘Ｍ
片足を横に上げてとぶ。担し、重心は安定させて行なう。

1iMinili怖術i｢す洲li』
両手を腰に前回のネコとびをする。ネコとびをしながら．回る。

毒ｌｉＷ,洲1i怖州l淋怖
ネコとび回り ネコとび回り

舳納禽令if稗>i才>i禰
男立ち膝まげ・左右移動足交差足あげ左足あげ、両手左右振り手首
両膝曲げ 曲げ伸ばし

術ｉｌｉＩ ｍｉ怖け
右足突き（前向き） 右足突き（側面）

ｉＩ州jjiけi(ｌ－ｉｉ
左足突き（前向き）左足突き（側面）片足曲げ片足前出し

両手こぶし横前突

－２０１－
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Ⅱ－１踊りのためのウォーミング・アップＴＨＥＷＡＲＭ‐ＵＰＥＸＥＲＣＩＳＥＳ

11illllll1illillliliiliilllilillllll MII

進

１２１２

写真①「両膝屈伸」写真②「片膝床つき前進」

１両膝屈伸運動（写真①）

両手を腰にとり、開脚で立つ。この姿勢のまま深く膝をまげて坐り、立つ。背筋を伸ばす。

２片膝床つき前進（写真②）

両手を腰にとり、膝をまげて坐り、片膝を床につきやや上体を斜めに向けて背筋を伸ばし、１歩ず

つ前進する。

1）KNEEBENDING-fromastandingpositｉｏｎｍｏｖｅｔｈｅｂｏｄｙｕｐａｎｄｄｏｗｎｂｙｒｅｐｅｔitious

kneebendings,

２）ＫＮＥＥＷＡＬＫ－ｋｎｅｅｌｏｎｏｎｅｋｎｅｅａｎｄｔｈｅｏtherslightlyraised,moveforwardusingthe

knees．

1illiil
前進

写真③

前進
１ ２２

(膝を深くまげ姿勢を正す）（片膝を床につき１歩ずつ前進）

後退

「両膝まげ前進後退」

（背筋を伸ばし､膝を
３両膝まげ前進、後退（写真③）

まげ大きく１歩ずつ進む）
両手を腰にとり、両膝を深くまげたまま背筋を伸ばして前進し後退する。

3）WALKINGWITHSLIGHTLYBENDEDKNEES-bendthekneesslightlybearingastraight

bodythenwalk．

－２０２－



金城：沖縄の伝統芸能における学習過程の研究(1)

写真④

１２３４

｢足の前方、斜方摺り出し」

(両膝を曲げ足を前方と斜方へ伸ばして出す）

４足の前方、斜め摺り出し（写真④）

両手を腰にとり両足を揃え、やや膝をまげたまま、左(右)足を前方へ摺り出し、かかとをつける。

もとに戻し右(左)足を斜前へ摺り出し、かかとをつけ、もとに戻す。

4）LEGSTRETCHING-withaslightlybendedkneeposition,slideonefootforwardandbackward

ａｎｄａｆｔｅｒｓｏｍｅｃｏｕｎｔｓｄｏｔｈｅｓａｍｅｗｉｔhtheotherfoot．．｡ごDothesameexercisediagonally．

写真⑤

｢片足あげ下ろし」

１ ２

１ ２ ３ ４

l立つ２片足をあげる３片足あげて膝曲げる４片足斜前に出す

３ ４

５膝まげ片足あげ下ろし（写真⑤）

両手を腰にとり、両足を揃えて立つ。このまま左(右)足をまげてあげ、足をあげた状態で右(左）

膝をまげ、あげた左(右)足を斜へ出し、かかとをつける。

５）LEGRAISE-withastandingposition,ｒａｉｓｅｏｎｅｆｏｏｔｔｏｔｈｅｋｎｅｅｌｅｖｅＬｂｅｎｄtheotherknee

legslightlythenbriｎｇｄｏｗｎｔｈｅｆｏｏｔｔｏｔｈｅｓｉｄｅ・Ｄｏｔｈｅｓａｍｅｗｉｔｈｔｈｅｏｔｈｅｒｌｅｇ．

－２０３－
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３２１２１２１

写真⑦「開脚屈膝回転」

（開脚して膝を曲げ180度回転する）
写真⑥「開脚屈膝と足あげ」

(開脚して膝を曲げ、伸ばすと同時に片足を上げる｡）

６開脚屈膝と足あげ（写真⑥）

両手を腰にとり、両足を開いて膝をまげ、右(左)足を伸ばすと同時に左(右)足をあげて上体をや

や斜めに向け、元に戻し、左(右)足を前にあげて元に戻す。

７開脚屈膝回転（写真⑦）

両手を腰にとり、両足を開いて膝をまげた状態で180度回転しながら、右(左)側進する。

6）ＢＥＮＤＥＤＬＥＧＲＡＩＳＥ－ｂｅｎｄｔｈｅｋｎｅｅｓｓｌｉｇｈｔｌｙｔｏｔｈｅｓｉｄｅｔｈｅｎｒａｉｓｅｏｎｅｌｅｇｔothefront

maintainingabendedpositionthendown・

Ｄｏｔｈｅｓａｍｅｗｉｔｈｔｈｅｏｔｈｅｒｌｅｇ

７）180.TURNS-withslightlybendedkneestｏｔｈｅｓｉｄｅ,makehalfturnsmaintainingthesame

postureusingeachfootalternatelyasapivotpoint．

jli
｢摺り足前進」

足裏で床を摺り歩く
写真⑧

｢摺り足前進」

８摺り足前進（写真⑧）

両手を腰にとり、やや膝をまげたまま、右足、左足と足裏で床を摺りながら前進する。歩幅はほぼ

１足長であまり大きく出さないよう注意する。

①右足裏で床を摺って出し（ややつま先があがる）②つま先を下ろして重心を右足に移し左足かかと

をややあげる。③次いで左足を摺り出す（かぎやで風参照)。

８)WALKINGPRACTICE-walkbyslidingthefeettryingasmuchaspossiblenottoraisethe

hindpartofthefoot．

－２０４－



金城：沖縄の伝統芸能における学習過程の研究(1)

４２ ３１

写真⑨「床ふみ前進」（ふみ足歩み）

９床踏み前進（写真⑨）

両手を腰にとりやや膝をまげたまま、片足をあげて膝をまげ、床をふみしめて下ろし１歩ずつ前進
する（鳩間節、浜千鳥、貫花踊り参照)。

9）STAMPINGWALK-withslightlybendedknees,walkbystampingthefeet．

日 向 ａ§」入日⑤
..；モモr-f

⑪jjJJnB

llllllllllllllllllll1lllllll1UllllllI ＩＩｌｌｌｌＩｌｌ
４２１

(Ｂ） ｢足交差前進」

(足裏を床につけて足を交差
して前進、後退する）

写真⑩（Ａ）「足交差前進」

１０足交差前進（写真⑩）

両手を腰にとり、やや膝をまげ、両足を揃えて立った状態から左(右)足を右(左)足の前に足裏を
床につけて交差させて出し、かかとを右足中央（±ふまず）に接近させる（Ａ）
次いで；足の交差を深くし、膝を深くまげながら一歩ずつ前進する。

10）CROSSFEETWALK-walkwithslightlybendedkneesbycrossingthefeetwhilewalking
bearinginmindtokeeptｈｅｈｉｎｄｐａｒｔｏｆｔｈｅｆｏｏｔｔｏｔｈｅｇｒｏｕｎｄ．

－２０５－
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臼■卜⑭■-か

筒
_ん＝Ｉ

３２３４１

｢左まわり重心移動と両膝曲げ」

２１

写真⑪

１１左まわり、重心移動（写真⑪）

両手を腰にとり、①左足を右足前に交差させた状態で出し（つま先を左に向ける)、②左足に重心
をかけたまま右足を左足前から左足横へつま先を後ろに向けて摺り出し③右足に重心を移し後ろ向き
となる。後ろ向きのまま再び、①の動作、②の動作を行ない、⑥右足に重心を移しながら前方へ向く。
このまわりの間に左足、右足と歩行を入れて、“左まわり”を繰り返す（かぎやで風、秋の踊り、

四つ竹踊り参照)。

11）SMALLTURNPRACTICE（leftturn）－placeleftfootinfrontoftherightwithtoespoint‐

ingleft1slidetherightfoottowardsthefrontoftheleft1placeweiｇｈｔｏｎｔｈｅｒｉｇｈｔｌｅｇａｎｄ
ａｌｓｏｕｓｉｎｇｉｔasapivotpoint・Repeatthesamefortherest．
＊＊＊LARGETURNPRACTICE(leftturn)－startingwiththeleftfoot,ｗａｌｋａｒｏｕｎｄｉｎａｎ

ｉｍａｇinarycircle．

aJLJ幻 ● 肉
３－ﾏ

偽

３１ ４２ ３

写真⑫
｢右まわり重心移動と両膝曲げ」

１２右まわり、重心移動（写真⑫）

この“右まわり”の方法は、“左まわり”の方法と同様にして①右足を出し、②左足を出し、③左

足に重心を移す方法で繰り返す。

12）ＳＭＡＬＬＴＵＲＮＰＲＡＣＴＩＣＥ（rightturn）－ｄｏｔｈｅｓａｍｅｓｅｑｕｅｎｃｅａｓｔｈｅｓｍａｌｌｔｕｍｐｒａｃｔｉｃｅ
ｆｏｒｔｈｅｌｅｆｔｆｏｏｔａｎｄｕｓｅｔｈｅｒｉｇｈｔｆｏｏｔｔｈｉｓｔｉｍｅｉｎｓｔｅａｄｏｆｔｈｅleft．

＊＊＊LARGETURNPRACTICE(rightturn)－startingwiththerightfoot,walkaroundin
animaginarycircle．

－２０６－
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６へ刀尉

飼
卍

餡

２ ３ ３ ４１ １

｢左足突」（前面）

写真⑬～１ ｢突き足前進」

右足かがとを左側に向けて膝を曲げ、

左足を摺り出し、左足に重心を移行

しながら右足を左足にそえる次に左

足からつづけて行なう。

(側面）向い■／
ｔｏ.．+'‘仏1閾

式､～ず,、

４

｢右足突」

６５

１３突き足前進（写真⑬～１）

両手を腰にとり、①右(左)足を左(右)足に交差させて出し（つま先外に向ける）膝を深くまげ、

②左(右)足を摺り出しかかとをつける。③左(右)足に重心を移行させながら前方へ体を押し出し、

右(左)足を左足後にそえる。次いで、左足、右足と交互に突き足を繰り返しながら前進する(かぎや

で風、秋の踊り、四つ竹踊り参照)。

13）ＦＥＥＴＴＨＲＵＳＴＰＲＡＣＴＩＯＥ－ｄｏｔｈｅｃｒossfeetwithasligbtlybendedkneeposition,thrust

forwardthehindlegthenmovetheotherlegtowardsthefront・Usealternatelegs．

＊＊＊DothesameexercisediagonaUyalso．

為

写真⑬～２

６４３２１

｢左斜突」｢右斜突」

－２０７－
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ii打○LILi1l

1Ill1llllI
肉

Illllll1I
(右足あげ）４３２１

写真⑭

｡J1/､1ａ ａふ
し－

鯵|lll1lI1I
(左足あげ）

４２

｢屈膝片足あげ下ろし」

(両膝を曲げ片足をあげ膝を曲げて下ろす）

１４屈膝片足あげ（写真⑭）

両手を腰にとり、①両足をやや開いて膝をまげて立ち、②右(左)足膝をまげてあげ、③足をあげ
たまま左(右)足をさらに深くまげ、④下ろす。

14）LEGRAISEBOUNCE-withslightlybendedkneesⅢraiseonelegmaintainingabended

position，ｂｏｕｎｃｅｕｐａｎｄｄｏｗｎｔｈｅｎｂａｃｋｔｏｔｈｅｓｔartingposition．

４２３

｢開脚屈膝足あげ、床ふみ」

１

写真⑮

１５開脚屈膝足あげ床ふみ“足拍子（写真⑮）

両手を腰にとり開脚して膝をまげた状態で、①右足をあげ、②床を強くふみ下ろす。次いで③左足

をあげ④床を強くふみ下ろす（鳩間節、秋の踊り参照)。

15）STAMPINGPRACTICE-withslightlybendedknees，ｒａｉｓｅｏｎｅｌｅｇｂｒｉｎｇｉｎｇｉｔｄｏｗｎ

ｉｍｍｅｄiately・Ｔｈｅｎｒａｉｓｅｔｈｅｏｔｈｅｒａｎｄｔｒｙｔｏｃｒｅａｔｅａｒｈｙｔｈｍ．

－２０８－
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白

咄

(前面）
↑

４ ５２ ３１

写真⑯「両手こぶし握り左右開きあげ、足拍子」

鷲

(側面）

４ ５３

(両手こぶしを握り足を交差させて両手を体前下へ置き、両腕を左右に開くと同時に右、左と足拍子をふむ）

１６両手こぶし握り左右開きあげと足拍子（写真⑯）

両手こぶしを握り、①右(左)足を左足に交差させて出し膝を深くまげ、両こぶしを体前下に揃え

る。②右(左)足膝をまげてあげると同時に両手をパッと左右に開き③右(左)足で床を強くふみ、④

次いで左(右)足をあげて強く床をふみ下ろす（足を交互にふみかえて足拍子をふむことを繰り返す）

（鳩間節、秋の踊り参照)。

16）SYNCHRONIZEDMOVEMENT1-handsinfrontoftbebodyandcrossedfeet,ｒａｉｓｅｈａｎｄｓ

ａｎｄａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅｒａｉｓingoneleg，ｂｒｉｎｇｔｈｅｈａｎｄｓｔｏｔｈｅｓｉｄｅｓｗｈｉｌｅｒａisingtheotherleg．

－２０９－
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写真⑰

１ ２ ３ ４

(基本立ち）（右手斜上あげ下ろし）（構え）（両手あげ下ろし）

１７基本立ち(男立ち、八文字立ち)と右手、両手あげ下ろし（写真⑰）

①両足を開いて立ち、両手を前方へ出す。（両肘はややまるみをおび、指先はウエストラインより

上がらないように注意する）この姿勢のまま、②右手を右斜上にあげて元に戻す。③両手を斜前上へ

あげて④下ろす（立つ足の幅は、やや肩幅に保つようにする）（かぎやで風、秋の踊り参照）。

17）BASICSTANDINGFORM（male)－feetapartinshoulderwidthandpositionthehandsat

breastleveliｒａｉｓｅｏｎｅａｒｍａｔｅｙｅｌｅｖｅｌｔｈｅｎｄｏｗｎ，afterwardsraisebothhandsthendown．

前進
１ ２ ４

写真⑱「両足交差と両腕開き、開脚と両手拳上」

１８足交差、両手左右開きと開脚、両手斜前上あげ（写真⑱）

①左(右)足を右(左)足に交差させて出すとともに両腕を体前下で開き（手の平を前に向ける）

②右(左)足を左(右)足横へふみだして開脚となりながら両手を体前下から手の平を上に向けながら

曲線を描いて斜前上へあげ、手首を内側へまわして、手の平を前方へ向ける。１歩ずつ前進しながら

行なう。

ｌ８ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥＤＭＯＶＥＭＥＮＴ２－ｃｒｏssedfeetpositionwithpalmsshowinguppositioned

infrontofthebody，raisehandstoeyelevelandsimultaneouslyfeetapart、Dothesamewith
alternatingfeet．

－２１０－
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２ ３ ４１

前進

｢両手両足交差と開腕開脚」写真⑲

１９両手両足交差と両腕左右開きあげ、開脚（写真⑲）

①左(右)足を右(左)足に交差させて膝を深くまげるとともに両手の平を開いて体前下で交差させ、

②右(左)足を左(右)足の横へふみ出して開脚となると同時に両手を体前を通して頭上に引き上げ左

右に開いて止める。１歩ずつ前進しながら行なう（かぎやで風、秋の踊り参照)。

19）SYNCHRONIZEDMOVEMENT3-crossedfeetpositionwithfistedhandscrossedinfront

ofthebody1raisetｈｅｈａｎｄｓｔｏｔｈｅｓｉｄｅａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅｐositioningthefeetapart．

ＮＩ
Ｉ■

写真⑳ ｢両手左右こねりと片足あげ前進」

２０両手左右波動と足あげ（写真⑳）

両手を斜前上（頭上）で手首のまわしと指のまげ伸ばし手首のこねまわしを行ない、左右に波動さ

せながら片足をあげ、前進したり、まわったり、後退したりする（手の平は左右同方向に向けさせる）

20）HANDWAVE1-wavethehandsfromsidetosidewhileraisingthefeetalternately．

－２１１－
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■層

１２３４

写真⑫「両手左右あげ下ろしと片足あげ」

４1２３

写真⑪「両手左右あげ下ろし」

４２３

写真⑳「左右の足交差」

２１両手左右あげ下ろし（写真⑪）

①両手を揃えて両手の平を上下に向けて右横前に出し、②両手を体前を通して頭上へあげながら左
斜へあげ左足から２歩進み手の平の向きをかえて左横前に下ろし両足を揃える。つづけて右斜前進し
て行なう（最初は、その場で左右横に両手をあげ下ろしを行ない、次に移動を加えて行なう）（浜千
鳥参照)。

２２両手横あげと片足あげ（写真⑫）

両手の人差指と親指を結んだまま、①左足をふみだしながら両手右横へあげ、②両手首をまげて手
の平を前に向けながら支持脚をまげて止める。次いで、右足で行ないながら、前進したり、後退した
り、まわったりする（安里屋ユンタ参照)。

２３足交差とつま先立ち（写真⑳）

両手を腰にとり、①右足を出して左足を交差させると同時に重心をやや上にあげながらかかとをあ
げて立つ。左右交互にだしながら行なう。

21）HANDWAVE2-positionthehandsinsuchawaythatpalmsslightlyfaceeacｈｏｔｈｅｒｔｂｅｎ
ｗａｖｅｆｒｏｍｓｉｄｅｔｏｓｉｄｅ．

22）ＨＡＮＤＷＡＶＥ３－ｐｏｓｉｔｉｏｎｔｈｅｈａｎｄｓｏｎｏｎesideandsowitharaisedlegonthesameside，

ｔｈｅｎｂｒｉｎｇｔｈｅｈａｎｄｓｆｒｏｍｓｉｄｅｔｏｓｉｄetogetherwiththefeet．

23）FOOTWORKS-steponefootandtiptoe,anddothesameontheotherside．

－２１２－



金城：沖縄の伝統芸能における学習過程の研究(１）

２１

写真⑭「女立ち」

１２３４５６

写真⑮「女立ち、両手前伏だし、拍手、左手腰右手前出、拍手、右手腰左手前出、両手前出」

２４女立ち（写真⑭）

①右足をふみだして（つま先外向け）左足を左斜前に摺り出しながら、女立ちになる。（左足のか
かとは右足爪先の延長線上の位置で止めること）（浜千鳥参照)。

２５女立ちで片手と両手まわし前方あげ（写真⑮）

女立ちの方法を行ない、両手首をまわしながら左側から体前へまわしてあげ手の平を前方に向けて

止める（手の前方への出し方は、両手を左右横から内側へまわしながら出して、手の平を前方へ向け

る方法もある）（浜千鳥参照)。

24）BASICSTANDINGFORM（female)withclap-positiononekneeslightlybendwhilethe

otherstraightonadiagonalpositionwithtoesslightlyraisethenclap

25)THECLAP-femalestandingform,claponcethenbringthehandsinfrontpalmsshowingup．

－２１３－
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荊

写真⑳「両手左右振りと右まわり（バランス）」

園

Ⅲ』

写真⑳「片手こねまわし、足交差」

２６両手左右波動と左右まわり（左右手の平交互回し）（写真⑳）

両手の平を、上下に向きをかえながら頭上で左右交互に手首をまわし、指をまげのばしながら波動

させ、右まわり、左まわりを行なう。

右へまわる：右足をふみ出し、左足を右足後にそろえながら両手を右側に波動させ、顔を右に向ける。

次いで、左、右、左と交互に出しながら左右に両手を波動させる。

前進、後退などと手首・指のまげ、まわしと波動を行ないながら顔の向きと合致させること。

２７片手こねまわし、足交差（写真⑰）

左手首をまげて腰にとり、①右足をだして左足を交差させながら右手を右斜上へあげ、②肘をまげ

たまま手首をまわし手首をこれる（上体は手の動きと同時にまわし顔の向きと上体、手の平の向きを

合致させるようにする）（浜千鳥参照）

26）２HANDMOVEMENTS-usingtheclapexercise,ｍａｋｅｔｕｒｎｓｂｙｓｔａｍｐｉｎｇａｔｔｈｅｂａｃｋｏｆ
onefootandalternate．

27）ONEHANDMOVEMENT-crossedfeetwiththehindfootslightlyraised，positionone

handonthewaistwhiletheotherdoinghandturnings．

－２１４－



金城：沖縄の伝統芸能における学習過程の研究(1)

逗柵IIIrlrm
１ ２３４５６７

写真⑳「片手こねり押しあげ下ろし」

８ ９ 10“
３

写真⑳

４５

「両手左右こねり」

１ ２ ６ ７ ８

２８片手こねりあげと膝まげ足ぶみ（写真⑳）

左(右)手首をまげて腰にとり、①右(左)手を右頭側に肘をまげてあげ、（手の平を顔側に向ける）

②手首をまわし指をまげのばしてこれり、③指を開いて手の平を上に向け、④そのまま頭上へ押しあ

げて⑤手の平を前方へ向けたまま体前から下ろす、左手で行なう（浜千鳥参照)。

２９両手左右こねり（写真⑳）

①両手を頭上にあげ、手の平の向きを同一方向にして左右に手首をこねまわす。②“右足床ふみ、

左足床ふみ右足前けりあげ'，“タンタッ'，“タンタッ，，と足どりに合わせる。また、左足を交差した

まま、両手こねりを行なう（唐船ドーイ･カチャーシー踊り参照)。

28）ＦＲＯＮＴ“KONERITE''一Dothekoneritewithonehand、Konerite‐ｐａｌｍｓｕｐ,thumband

middlefingertogether,ｔｕｒｎｔｈｅｗｒｉｓｔａｎｄｐａｌｍｓｓｈｏｗｉｎｇｕｐａｎｄｂｒｉｎｇｄｏｗｎａｓｉｓ．

29）ＳＩＤＥ“KONERITE，リーdothekoneritefromsidetoside・Placeonehandatthecenterofthe

bodywhiletheotherstretchedtothesidethendothesidetosidekonerite・Dowithacross

feetpositionalso，thestampingwalk・UsedinKachiyashi．

－２１５－
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IＭＰＯＲＴＡＮＴＭＯＶＥＭＥＮＴＳＩＮＤＡＮＣＩＮＧⅡ－２

踊りの主な動作

｢女立ち」｢男立ち」

lIlIIIillllil1illlIl11''''''''１lllliilllIlllllll
L蝋鰯

2）女立ち（四つ竹踊り参照）１）（基本立ち八文字立ち）
（かぎやで風参照）

（側面）

右足突き
６１２３４５

３）両手こねり押しあげ下ろしと女立ち

（側面）（四つ竹踊り参照）

２１

●
『
｜
‐
ｆ
｜
掩
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科
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①
？
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｜
●
１
ヶ
〉
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１
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｝

(右斜）
右斜構え
(かぎやで風、
秋の踊り参照）

５）

４２３

右足突き（四つ竹踊り参照）

１

４）

３４５

切り返し(右側面）（かぎやで風、秋の踊り参照）
１２

６）切り返し構え

l）MALESTANDINGFORM

FrontView：ＢａｃｋＶｉｅｗ：RightSideView：LeftSideView

2）FEMALESTANDINGFORM

FrontView：ＢａｃｋＶｉｅｗ：RightSideView：LeftSideView

3)～４）

TheKoneriteandthefemalestandingform：RightLegThrust(SideView）

5）RightHandDiagonalForm：FrontＶｉｅｗ：SideView

6）“Kirikaeshi''ＦｏｒｍandtheMovement．
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金城：沖縄の伝統芸能における学習過程の研究(1)

ＲｉｇｈｔＨａｎｄＲａｉｓｅａｎｄｔｈｅＬｅｆｔＴｕｒｎ

１）

２）

３）

４）

５）

6）

Leftfootinfrontoftheright７）Steptheleftfootwhileliftingafanhorizontally
Slidetherightfoottowardsfront８）LifttherightfootandStamptherightfoot
Placeweightontherightleg mLowerthefanvertically
Steptheleftfoot

RightfootthrustwhilebringingdowntherighthandlO）Straightenlegswitbthefanup
Leanforwardplacingweightontherightfootll）Dothemalestandingform

LＥＧＡＮＤＦＯＯＴＷＯＲＫＳ

llllll1lliMllIllliillllllllllll1lIllllMliilIIM1lMIllllll1
1）基本立ち(男立ち）女立ち２）両膝曲げ３）右斜構え４）足拍子(床打ち）

lI11liilM1M1ll
６）まわり足(右）

l）MaleandFemele

StandingForm

2）SlightlyBendedKneeForm
3）RightDiagonalForm

4）FootStampingForm
5）FootThrustForm

6）RightTurnForm
7LeftTurnForm

8）CrossedFeetForm

5）突き足

'''''1lIlliiMllMl鯛
７）まわり足(左）８）交差足
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ＫＡＭＩＤＩ－ｄｏｔｈｅｋｏｎｅｒｉｔｅ，twistingthewristsendingpalmsup・
ヂィ

カミ手:両手こね回しあげ

〈側面〉
sｉｄｅｖｉｅ

６４２１

｢``四つ竹持ちかみ手''kamidi」

魚騒
罎
Ⅲ

ＦｒｏｎｔＶｉｅｗ

<前面〉 ４ ５３２１

(貫花踊り、南織節参照）

罰
隣
屈

！〈側面〉

sidevie

４５６７８

あげ左足出右足突き

The"ｋａｍｉｄｉ，'ｗｉｔｈ“yotsudake"Usealternatelegs．

２

両手あげ

３

まわし

１

｢かみ手と突き足」

(側面）

３４５６７

FEMALEmKirikaeshi，'FormandtheMovement.（rightturn）

１２

｢女踊り・切り返し右回り」

"kamidi''ｗｉｔｈ“yotsudake'’
"kamidi'，withbarehands

SideView

FrontView
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金城：沖縄の伝統芸能における学習過程の研究(1)

l）２Handed“koneri''Turns

2）RightＨａｎｄ“koneri''Ｔｕｒｎ ｢両手こね回し」「右手：片手こね回し」

３ ４１

１）“両手こねまわし

５

llIlllllliMilllll

ilIMl

|illlllllillliiI
鱗
‐
瀞
‐IliII1IlI

2）“右手こねまわし

４

手と手首のこねまわし（浜千鳥参照）

iiiliiillliliillillili1jjl
霧

2）両手交互上下あげ下ろし

（貫花踊り参照）

ｌ）「

（質

DRightB
Alterna

２)Vertical

｢かみ手」：両手
ｋａｍｉｄｉ

し

ｄｏｗｎＦｏｒｍ

htandLeftForm）

3）

６４ ５３２１

(貫花踊り、武富節参照）：両手こね回し上げ素手かみ手 kamidi

3）The"kamidi'，withbarehands
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Tsukimite

｢こねり手：体前から体側へ：左月見手、右月見手：両手体側にねあげ」

(左）

４２１

iillill
1）

(右）

４２３

体前片手こねり（浜千鳥参照）

(左）
４３２１

２）

(右）

２３

"月見手,,ｃｈｉｃｈｉｍｉｄｉ（浜千鳥参照）

１

灘
３） 体側での両手

こねり横上げ

(浜千鳥参照）

IIB

(左）

４３２１

iillllii1Ii1iil lli1ii
４）

(右）

左まわり

４ ５２ ３１

The“Tsukimite''－１）thumbandforefingertogether,２)handupateyeleve１，
３)twistthewristand4)palmsshowingup・

The“tsukimite"usinglefthand

The“tsukimite，，usingrighthand

Sidetoside“konerite''ｉｎｆｒｏｎｔｏｆｔｈｅｂｏｄｙ
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金城：沖縄の伝統芸能における学習過程の研究(1)

ＭＡＬＥＡＮＤＦＥＭＡＩＥＨＡＮＤＦＯＲＭＳ

「女手の形」
；蕊潅騨汽ｔｗｌ肺！

ｗ～I111nqV;）
hlIM111111IJ蕊1Pullﾛﾊ■■

Ｆｅｍａｌｅ ､-セミ<~二勺

iiiii漢
IiPijil篝illUj

手のこれり、手首まわし手首まげあげ押しあて

蕊ijllil蕊lliIill
｡：

ドバ

'１．１:．
{FL1P
■｡､

闇

手のこれり、指まげ手の平開き、押し下ろし

釦jpdIII11lIIilll
ｆ
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４
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Ｌ
ｌ
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：
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↑
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手のこねまわし、指まげ

１

１才-ｔ

mliiiliiiii5
｢男手の形」

ｍａｌｅ

ﾄﾚ

少D_ザ』

F,〕

（かいぐり）

両手開き交差
j凸

こぶし握り両手交差頭上あげ､あて'，こぶし握り手

両手開き下槽え

こぶし握り前方突き出し こぶし握り両手体前交差

蕊
開きあげ手･帆かけ手こぶし握り機開き
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男女の踊りの手の形と技法

ａ）ＦｅｍａｌｅＨａｎｄＦｏｒｍｏｎＷａｉｓｔ－ｂｅｎｄｔｈｅｗristinwardsthenplaceonwaist

b）ＭａｌｅＨａｎｄＦｏｒｍｏｎＷａｉｓｔ－ｐｌａｃｅｈａｎｄｗithstretchedfingersonwaist

THE“TSUKIMITE''－１）ｈａｎｄｕｐａｔｅｙｅｌｅｖｅ1,2）thumbandforefingertogether,３）twistthe

wristand4）palmsshowingup．

ＨＡＮＤＫＯＮＥＲＩＴＥＦＯＲＭＳ

ａ）２Handed“Konerite''Ｆｏｒｍ

ｌ）raisebendedarmsverticallywithhandsateyelevelandpalmsslightlydiagonalinform

２）joinmiddlefingerandthumb

３）twistthewristat90degreesandloweｒａｂｉｔ

４）raisehandswithpalmsshowingup

５）lowerhandsonstretchedarmsasis

b）RightＨａｎｄ“Konerite”Ｆｏｒｍ

ｌ）placelefthandonwaistusingthefemalehandform

２）ｄｏthe“Konerite,,withtberighthand

ｃ）LeftHand“Konerite''Form

Dplacerighthandonwaistusingthefemalehandform

２）ｄｏthe“Konerite，，withthelefthand

ＦＥＭＡＬＥＨＡＮＤＦＯＲＭＳ

"Konerite”withfingersflexed

"KOnerite”withfingersflexed

`oKonerite''withrotatingwrists

HandRaiseForm

StretchedHandForm

"Tsukimite''ｆｏｒｍ,thumbandforefingertogether（up,ｓｉｄｅdown,forms）bendedwristoutwards

withpalmsshowingup，ｓｔｒｅｔｃｈｅｄｕｐａｎｄｄｏｗｎａｓｉｓ

ＭＡＬＥＨＡＮＤＦＯＲＭＳ

Ｔｈｅ“Kobushi''－９raspedhands

The“Kobushi''０ndiagonalform

The“Kobushi，，onasidebodyform（１hand）

Ｔｈｅ“Kobushi，Ⅱonacrossedhandinvertedform

The“Kobushi''０ｎａｆｒｏｎｔｂｏｄｙｆｏｒｍ

Ｔｈｅ“Kobushi”onacrossedhandalternateform

The“Kobushi''０nasidebodyform（２hands）

Ｔｈｅ“Kobushi''０ｎａｈａｎｄｔｈｒｕｓｔｆｏｒｍ

Ｔｈｅ“Kobushi''ｗｉｔｈｏｎｅｈａｎｄｓｔｒｅｔｃｈｅｄｔｏｓｉｄｅａｎｄｔheothernearforehead

Crossedhandsonalternateform

Stretchedhandsｕｐｗｉｔｈｐａｌｍｓｄｏｗｎ
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金城：沖縄の伝統芸能における学習過程の研究(1)

９．沖縄の踊りの区分と種類

沖縄の芸能の分類については、研究者諸氏の検

討がなされてきているが、本稿では、踊りという

立場からその区分と種類の概要を記することにし

たい。

沖縄の踊りを次のように示すことができる。

（１）豊作を祈願し、悪霊を払うなどの信仰や農

耕行事と関連して発生したもの（シヌグ舞な

ど）

（２）仏教、盆行事と関連して発生したもの（七

月エイサー、豊年踊りなど）

（３）諸国から移入されたもの（大陸系の

「i;f7ii譲]南方系の「竜鵡」京都伝来の
「蓋雑i｣など）

（４）各種の民謡踊りと童うた踊り

（５）琉球王朝時代の御冠船踊りとして作られた

古典舞踊

（６）明治期に主として作られた庶民的な雑踊り

（７）戦後、各舞踊家によって作られた創作舞踊

UX2X3)は各地域に伝承されている民俗芸能

とよばれるもの

（4)は民謡、童うたと称されるもので、新作

劇や童うたに振りつけられた踊り

（5X6X7)は、舞台芸術として舞踊家によって

踊られる琉球舞踊と呼ばれるもの

゜若衆踊り：振袖に引羽織を着て半向頭巾を

当て、花かんざしを挿し、扇を持って踊る。

若衆こてぃ節」（wakashukutibushi）「四季

口説」（shikikubuchi）など

。女踊り：紅型衣装に髪を後に下げ、髪飾り

を挿し、素手あるいは花笠をかぶり、花笠を

持ち、糸巻き、団扇、貫花、花かご、稲穂、

四つ竹等を持って踊る。「作田節」

（chikutenbushi）「伊野波節」（nufabushi）

「柳」（yanaji）「天川」（amakZl）「本貫花」

（mutunuchibana）「かせかけ」（kashikaki）

「本花風」（mutuhanafu）

｡「苧引」（ufubichi）「四つ竹」（yuchidaki）

「本嘉手久節」（mutukadikubushi）「稲まず

ん」（unimajin）「瓦屋節」（karayabushi）

「女こて､､節」（wunnakutibushi）「醜童」

（仮面踊り）（shund5）など

。二才踊り（nis5udui）：黒または黒紋付に

白鉢巻、紫マンサージをしめ、カタカシラを

結い、編笠をかぶり、脚絆をつけ、扇、ぜい、

杖を持ち、又は素手で踊る男踊り。「上り口

説」（nubuikuduchi）「下り口説」

（kudaikuduchi）「ぜい踊り」(zei)｢高平良万

歳｣(takad5ramanzai）「波平大主道行口説」

（hanjaufunushimichiyukikuduchi）：「八重

瀬の万才」（yejinumanzai）「前ぬ浜」

（m5nuhama）など

(2)近代舞踊：主として明治期以後に作られた

庶民的な踊り(雑踊りと称している）

・雑踊り(zoudui）：古典舞踊に対して俗にア

ングヮーモーイと言われてきた庶民の女性た

ちの踊りで、かすり、芭蕉布などの着物をつ

け、素手またはむんじゅる笠を持ちあるいは

かぶり踊られてきたもの「かなよ-」

（kanZly5）「汀間当」（ＨｍＺｉｔ５）「月の夜」

（chichinuyU）「浜千鳥」（chijuyEi）むんじゅ

る（munjuru）など。

。「花風」（hanafU）「取納奉行」（sunubuj5）

「貫花」（nuchibana）

。「かなよ－天川」（kanay5amak且）など、

男女で踊る打組踊り

。「谷茶前｣(tanchame)nll平節｣(kabirabus‐

ｈｉ）

10．琉球舞踊の種類

舞台芸術として舞踊家によって踊られる琉球舞

踊については、「芸術祭運営委員会｣１，)などによっ

てその区分と種類が検討されてきている。故島袋

光裕氏によれば、「歴史的に舞踊を分類したりす

ることがなされていなかった。現在まで踊られて

来た踊りは、題名ははっきりしているがそれをど

のように分類し、区別するかは非常に困難なこと

である。但し、古典舞踊の場合は例外である。」

と述べている。

本稿では現存する琉球舞踊という立場からその

種類を次のように示した。

（１）古典舞踊：主として琉球王朝時代の御冠船

踊りとして作られたもの

｡老人踊り：白憲の老翁が寛衣に広帯、頭巾

をかぶり扇を手にして「かぎやで風節」で踊

る「かぎやで風」（Kajadifn）

－２２３－
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「仲里節」（nakazatubushi）

｡「金細工」（kanjbkp）「越来節｣(guikubuhi）

「馬山川」（bazangZL）：喜歌舞踊

。「鳩間節」（hatomabushi）

．「鼓ばやし」（chijinb5Shi）「あやぐ｣(aya‐

ｇｕ）

。「秋の踊り」（akinoodori）「四季口説」（sh

ikikuduchi）：日本の共通語で歌われる踊り

(3)創作舞踊:主として戦後の琉球舞踊家によっ

て振り付け、創作されたもの｡｢獅子舞｣(sh‐

ishimai)｢久志の若按司道行口説｣(kushinu‐

wakaajimichiyukikuduchi）「パーランクー」

（p且rank5）「糸満乙女｣(itomanotome）「美

童｣(miyarabi)｢わたんじゃ‐」(watanjｮ）

「小浜節」（kubamabushi）「海ぬチンポーラー」

（uminuchinb5r且）「葉かんだ－」（fakand且）

「若衆揚口説」（wakashuagikuduchi）「美

童」など。

以上のように舞台で踊られる踊りの種類を

あげることができよう。

また、沖縄の踊りを次のように示すことも

可能である。

①老人踊り（１人又は２人）

②若衆踊り（１人又は２人）

③女踊り（１人又は２人）

④男踊り（１人又は２人）

※組踊中の踊りが独立したものなど

⑤雑踊り（1人又は４人）：男女

⑥男女打組踊り（２人の男女）

⑦大和風な踊り（１人又は２人）

⑧組曲踊り（５人）

⑨物語踊り（２人又は３人）

⑩喜歌踊り（２人又は４人）

⑪総踊り（集団）

※劇中の踊りが独立したもの

⑫創作舞踊（１人又は２人以上）

⑬民謡踊り（１人又は集団）

⑭童うた踊り（1人又は集団）
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金城：沖縄の伝統芸能における学習過程の研究(1)

沖縄の年中行事概観一覧表～①

※沖縄の年中行事と祭り芸能との理解を深めるための資料として、年中行事概観一覧を添付した。

－２２５－

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

国
頭

初
集
り

ハ
テ
カ
シ
●
Ｉ
ガ
チ

ニ
十
日
正
月

ト
ン
パ
ン
正
月

ツ
ニ
ー
ル
ク
ニ
チ

十
六
日
又
は
ミ
ー
サ

生
年
祝

初
年
日
の
お
願

七
日
の
節
句

三
日
の
節
句

ハ
チ
ウ
ク

初
起
こ
し

元
日

島
く
さ
ら
し

彼
岸
祭

麦
穂
祭

清
明
祭

お
重
び
ら
き

三
月
三
日

ア
ブ
シ
パ
レ
ー

ウ
マ
チ
ー

五
月
大
御
祭

（
六
月
の
稲
の
大
祭
）

フ
チ
マ
チ

六
月
御
祭

（「、、１０ご〆ⅡＩ）

米
寿
の
祝

エ
イ
サ
ー

ウ
ー
ク
イ

ウ
ン
ケ
ー

七
夕

中
頭

二
十
日
正
月

十
六
日
祭

七
日
の
節
句

水
撫
で

初
起
こ
し

元
旦

浜
御
願

彼
岸
祭

初
ウ
マ
チ
ー

三情

蕊
日

龍
宮
祭

ア
プ
シ
バ
レ
ー

原
山
勝
負

ハ
Ⅱ
Ｉ
紺
ソ
Ⅱ
Ｉ

シ
ヌ
グ
祭
り（
稲
穂
の
祭
り
）

十
五
日
ウ
マ
チ
ー

六
一
月
二
十
五
日

島
尻

一
一
片
泊
正
月

坐
上
ハ
日

田
の
お
祝

（
一
月
七
日
）

ナ
ン
カ
ヌ
ス
ク
ー

初
ウ
ク
シ

初
寄
合
い

初
拝
み

髄
宮
祭

二
日
お
祭
り

（
カ
ン
カ
ー
）

シ
マ
ク
サ
ラ
シ

土
帝
君
の
祭

消
明
祭

三
月
三
日

ア
ブ
シ
パ
レ
ー

お
祭
り

獄
の
ぼ
り

（
五
月
十
五
日
）

（
五
月
四
日
）

ユ
ッ
カ
ヌ
ヒ
ー

ア
ミ
シ

カ
シ
チ
ー

虫
払
い

六
日
抑
ウ
マ
チ
ー

那
覇

初
お
願

生
年
祝
い

二
十
日
正
月

十
六
日
又
は
ミ
ー
サ

七
日
の
節
句

火
の
神
迎
え

初
起

元
日

彼
岸
ま
つ
り

二
月
お
祭

（
ウ
マ
チ
ー
）

御
水
無

清
明
祭

三
月
三
日

三
月
麦
の
御
祭

ァ砂

堰
（の

し御
ｌ願

五
月
ウ
マ
チ
ー

た
ん
ご
の
節
句

爬
竜
船

ユ
ッ
カ
ヌ
ヒ
ー

六
日
■
ウ
マ
チ
ー

六
【
月
カ
シ
チ
ー

稲
の
祭

久
米
島

二
十
日
正
月

十
七
日

十
六
日

七
日

四
日
初
起
し

生
年
祝

元
旦

彼
岸
祭

清
明
祭

虫
払
い

初
穂
祭

爬
竜
船

（
シ
ツ
マ
）

稲
大
祭

沖
縄
県
内
総
欄

二
十
日
二
十
日
正
月

十
六
日
後
生
の
正
月

十
三
日
生
年
祝

七
日
七
日
の
し
く

四
日
竃
神
下
降

三
日
初
起
く
し

七
日
正
月
飾
り

島
く
さ
ら
し

春
の
彼
岸
祭

麦
穂
祭

土
帝
君

お
水
撫
で

飽
宮
祭

清
明
祭

麦
大
祭

三
日
三
月
三
日

腰
腰
憩
い

畦
埒
焔
い
（
ア
プ
ダ
シ
バ

ム
ス
イ
折
目

レ
ー
）

原
山
勝
負

稲
穂
祭

節
祭

ハ
ー
リ
（
爬
竜
船
）

五
日
五
月
五
日

四
日
五
月
四
日

稲
の
大
祭

シ
ヌ
グ

サ
ー
ザ
イ
ュ
ー

十
四
日
綱
引
き
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沖縄の年中行事概観一覧表～②

－２２６－

８月 ９月 1０月 11月 1２月

彼
岸
祭
り

（
ミ
ジ
マ
チ
ー
）

（
ジ
ュ
ー
グ
ヤ
ー
）

八
月
十
五
日

柴
指
（
シ
バ
サ
シ
）

九
月
の
大
御
願

カ
ー
ウ
ガ
ミ

菊
酒
の
節
句

（
タ
ン
ト
イ
）

種
子
取
り

十
月
の
衣
替
え

ト
ン
ジ
ー

ウ
ン
ネ
．
－

年
の
夜

解
き
御
願

奥
餅

ウ
ス
デ
ー
ク

ウ
ー
ク
ィ

ウ
ン
ケ
ー

お
盆

七
夕

妖
火
日

シ
ヌ
グ
祭
り

彼
岸
祭
り

八
月
十
五
夜

柴
指

ト
ー
カ
チ

菊
酒
祝

種
取
祝

な
し

大
晦
日

海
御
願

島
く
さ
ら
し

冬
至

ム
ー
チ
ー
の
｛
口

ヌ
ー
バ
レ
ー

ウ
ー
ク
イ

ウ
ン
ケ
ー

エ
イ
サ
ー

七
夕

白
露
の
お
願

秋
の
彼
岸

八
月
十
五
夜

ト
ー
カ
チ

ョ
ウ
カ
ピ
ー

シ
パ
サ
シ

カ
シ
チ
ー

綱
流
し

菊
酒

お
金
の
御
願

（
タ
ン
ト
イ
）

種
取
り

カ
ャ
モ
ー
の
お
願

カ
マ
廻
り

ヌ
ー
チ
ヌ
寄
合
、

冬
至

（
ト
ン
ジ
ー
）

大
晦
日

お
願
ほ
ど
き

門
の
御
願

ム
ー
チ
ー

泊
大
綱
引

七孟
夕蘭
盆

彼
岸

十
五
夜

神
拝
み

米
寿
の
お
祝

柴
差
し

崎
樋
拝
み

種
子
と
り

菊
酒

火
松
の
お
願

フ
ー
チ
ュ
ー

（
ト
ン
ジ
ー
）

冬
至

鞘
祭
り

大
晦
日

お
願
解
き

か
ま
ど
祭

鬼
餅

七
月
盆
祭

十
五
夜

八
戸
月
カ
シ
チ
ー

（
柴
差
し
）

菊
酒

（
タ
ン
ト
イ
）

稲
種
ま
き

な
し 鬼冬

餅至

豊
年
祭
り

海
神
祭
り

獅
子
舞

ウ
ス
デ
ー
ク

十
六
日

エ
イ
サ
ー

十
五
日

盆
祭
り

七
日

た
な
ば
た

秋
の
彼
岸
祭

十
五
日
八
月
遊
び

十
五
日
十
五
夜
折
目

十
一
日
よ
－
か
日

十
日
カ
シ
チ
ー

八
日
と
う
か
ち
祝
い

秋
の
原
山
勝
負

寺
参
り

菊
酒 廻
り

種
子
と
り

ア
ミ
ド
シ

い
も
な
い
折
碧
日

冬
至
折
目

イ
ザ
イ
ホ
ー

三
十
日

年
の
夜

二
十
八
日
血
煎
り

二
十
四
日
願
解

八
曰

奥
餅



金城：沖縄の伝統芸能における学習過程の研究(1)

付記

沖縄の伝統芸能を教材化し、学習過程の体系化

と舞踊教育の一環として、その学習内容と方法を

検討するための序章として本稿を報告したが、学

習過程をさらに具体的に明確にしながら、教材論、

学習論、指導論、作品論を今後すすめることにし

たい。

ムス社1963

17）石野径一郎琉歌つれづれ株式会社

東邦書房（1973）

18）金城光子沖縄の民俗舞踊に関する研究

～運動表現特質について～第26回日本体育

学会抄録Ｐ1941975

19）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する

研究(1)～古典舞踊「かぎやで風」につい

て琉球大学教育学部紀要第19集第２部

pp51～671975

20）金城光子沖縄の踊り(1)～古典舞踊「か

ぎやで風」～舞踊譜体系化をめざして～

琉球大学教育学部紀要第19集第２部

pp88～721975

21）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する

研究(2)～古典舞踊「諸屯」について～

琉球大学教育学部紀要第20集第２部

ppll7～1621976

22）金城光子沖縄の踊り(2)～古典舞踊「諸

屯」～舞踊譜の体系化をめざして～琉球

大学教育学部紀要第20集第２部

ppl63～2091976

23）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する

研究(3)～男踊りについて～第29回日本

体育学会大会号pl821977

24）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する

研究(3)～古典舞踊「高平良万歳」につい

て～琉球大学教育学部紀要第21集第２

部pp33～961977

25）金城光子沖縄の踊り(3)～古典舞踊「高

平良万歳」～舞踊譜の体系化をめざして～

琉球大学教育部紀要第21集第２部

pp97～1581977

26）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する

研究(4)～古典・女踊り「伊野波節」につ

いて～琉球大学教育学部紀要第27集第

２部pp213～2451984

27）金城光子沖縄の踊り(4)～古典舞踊・女

踊り「伊野波節」～舞踊譜の体系化をめ

ざして～琉球大学教育学部紀要第26集

第２部pp73～1241983

28）金城光子・花城洋子舞踊動作の表現リズ

ムに関する研究～琉球舞踊とインド舞踊

文献

１）沖縄美術全集刊行委員会沖縄タイムス社

（1989）

２）琉球びんがた歴史と技法琉球びんがた事

業協同組合山陽印刷１９８７

３）芸術祭運営委員会芸術祭総覧沖縄タイ

ムス社１９６３

４）琉球古典舞踊の型芸術祭運営委員会

沖縄タイムス社１９７６

５）中山盛茂編集琉球史辞典琉球文教図書

株式会社１９６９

６）沖縄県工芸振興センター沖縄の伝統工芸

新報出版印刷１９７９

７）真栄田義見三隅治雄源武雄沖縄文化

史辞典東京堂出版１９７２

８）宜保栄治郎琉球舞踊入門那覇出版社

１９７９

９）沖縄伝統芸能の会琉球舞踊一鑑賞の手引一

沖縄県商工労働部観光・文化局文化振興課

1985

10）陳武雄台湾民俗文物図録中華民国

７０年６月台中市立文化中心収蔵

11）山内盛彬民俗芸能全集Ⅲ琉球の舞踊と

護身舞踊民俗芸能全集刊行会1963

12）三隅治雄沖縄の芸能邦楽と舞踊刊

1969

13）与那覇政牛ふるさとの歌南西印刷

1962

14）金城光子沖縄の民俗舞踊に関する研究

一運動表現特質について－第24回九州体

育会抄録1974

15）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する

研究一古典女踊りについて－第26回日本

体育学会抄録Ｐ1941975

16）芸術祭運営委員会芸術祭総覧沖縄タイ

－２２７－
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のＥＭＧパターンについて～琉球大学教

育学部紀要第23集第２部pp61～8３

1979

29）金』成光子・花城洋子舞踊動作の表現リズ

ムに関する研究〔Ⅱ〕～琉球舞踊・日本

舞踊・インド舞踊の筋放電及び呼吸パター

ンについて～琉球大学教育学部紀要

第24集第２部pp50～601980

30）金城光子・花城洋子アジアの民族舞踊に

関する比較舞踊学的研究～舞踊動作の表

現リズム〔Ⅲ〕～琉球舞踊・日本舞踊・

インド舞踊の筋放電及び呼吸パターンにつ

いて～琉球大学教育学部紀要第25集第２

部pp49～911981

31）金城光子沖縄の踊りの形式について

第25回九州体育学会抄録ｐ581975

32）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する

研究～古典女踊りについて～第26回日

本体育学会抄録pl941975

33）東京国立文化財研究所編改訂標準日本舞

踊譜創思社1960

34）金城光子・大城宣武東南アジア民族舞踊

の印象空間；Ｉ琉球大学教育学部紀要

第28集第２部pp67～881985

35）金城光子琉球舞踊の要素評定による認知

体系日本体育学会第30回大会号ｐｌ７５
1979

36）舞踊の鑑賞構造に関する研究〔Ｖ〕～舞

踊要素評定による琉球舞踊の認知体系

琉球大学教育学部紀要第24集第２部

pp65～751980

37）金城光子舞踊の鑑賞語・評価語～研譲k・

沖縄舞踊の鑑賞語琉球大学教育学部紀要

第17集第２部pp201～2241973

38）金城光子編学校における沖縄の踊り

沖縄の踊り教材研究会サン印刷1980

39）金城光子舞踊における美への視点九州

大学出版会1988

40）金城光子編沖縄の踊り～教材化の方法

を求めて～沖縄県女子体育連盟コロニー

印刷1988

41）金城光子琉球舞踊ＩⅡⅢⅣ沖縄協会

第８回沖縄研究奨励賞受賞論文集１９８６

42） 金城光子琉球舞踊譜(1)～譜語と記号～

琉球大学教育学部紀要第37集第２部

1990

金城光子琉球舞踊譜(2)～かぎやで風譜

～琉球大学教育学部紀要第37集第２部

1990

金城光子琉球舞踊譜(3)～古典舞踊かぎ

やで風女踊り・老人老女踊り譜～琉球

大学教育学部紀要第41集第２部１９９２

金城光子琉球舞踊譜(4)～男踊り・上り

口説譜～琉球大学教育学部紀要第41集

第２部１９９２

金城光子琉球舞踊譜(5)～女踊り・かせ

かけ譜～琉球大学教育学部紀要第42集

第２部1993

金城光子琉球舞踊譜(6)～女踊り・天川

譜～琉球大学教育学部紀要第42集第２

43）

44）

45）

46）

47）

部１９９３

－２２８－


